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上左：おはらいをしながら地区内を
　　ゆっくりと回る井寺曳廻し太鼓
上右：北甘木楡本の「氏神さん」で
　　開かれた子ども宮相撲
中左：かれんで鮮やかな大豆の花
中央：回生会病院での職業体験で、
　　入院患者のぬり絵作品の展示準
備をする嘉島中２年生

下左：町民会館で開かれた町敬老会
　　でアトラクションを楽しむ出席者
下右：黄色く色づいた水稲の脇で赤
　　い花を咲かせる彼岸花（鯰）



議
会

【
主
な
条
例
と
補
正
予
算
等
】

○ 

国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
伴

う
、
町
手
数
料
条
例
、
個
人
情

報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

○ 

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

２
億
１
４
２
１
万
９
千
円
を
追

加
、
総
額
43
億
７
１
５
１
万
１

千
円
に

○ 

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金
１

億
７
３
５
４
万
８
千
円

○ 

台
風
15
号
に
よ
る
倒
木
被
害
な

ど
の
対
策
費
９
９
７
万
５
千
円

○ 

災
害
時
の
バ
ル
ー
ン
型
投
光
機

購
入
費
１
４
９
万
１
千
円

○ 

欠
席
理
由
に
「
出
産
」
を
追
加

す
る
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

　

平
成
27
年
第
３
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
８
日
ま

で
開
会
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
に

伴
う
条
例
改
正
や
、
27
年
度
一
般

会
計
予
算
に
２
億
１
４
２
１
万
９

千
円
を
追
加
し
て
総
額
43
億
７
１

５
１
万
１
千
円
と
す
る
補
正
予
算

案
な
ど
19
議
案
を
審
議
、
原
案
通

　

残
暑
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
９

月
に
入
っ
て
至
る
と
こ
ろ
に
秋
の

気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
災
害
も
な
く
実
り
豊
か
な
秋

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
か
ら
の
町
の
主
な
動

き
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

台
風
15
号
被
害　

　

台
風
15
号
は
８
月
25
日
早
朝
に

九
州
を
直
撃
し
ま
し
た
。
嘉
島
町

内
は
人
的
被
害
や
甚
大
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ほ
ぼ
全

域
で
街
路
樹
や
屋
根
瓦
、カ
ー
ポ
ー

ト
な
ど
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

農
業
関
連
で
は
、
施
設
園
芸
ハ

ウ
ス
の
損
壊
な
ど
が
数
件
あ
り
ま

し
た
。
大
豆
の
倒
伏
被
害
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
今
後
回
復
す
る
も

り
可
決
、
認
定
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

１
人
空
席
だ
っ
た
教
育
委
員
は
、

西
田
良
一
さ
ん
＝
鯰
＝
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。 

※
３
㌻
参
照

　

認
定
議
案
は
平
成
26
年
度
一
般

会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
７
件
で
、

詳
細
は
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
町
議
会
会
議
規
則
の
改
正
は

議
員
提
案
で
す
。

　

荒
木
町
長
は
６
月
定
例
会
以
降

の
主
な
町
の
動
き
と
し
て
、
台
風

15
号
の
被
害
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
販
売
結
果
、
広
域
農
場
農
業

生
産
法
人
の
進
捗
状
況
、
東
部
台

地
土
地
区
画
整
理
事
業
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
募
集
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
春
日
堅
一
、
境

野
隆
文
、
中
津
芳
春
、
清
﨑
輝

昭
、
鍋
田
平
の
５
議
員
が
、
加
勢

川
改
修
、
町
内
の
防
火
設
備
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
議
会

開
催
日
の
周
知
な
ど
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、「
議

会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
第
３
回
定
例
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
で
条
例
改
正

一
般
会
計
予
算
は
43
億
円
余
に

町
政
報
告

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
で
は
停
電
が
発
生
、

住
民
生
活
に
影
響
が
出
ま
し
た
が
、

停
電
し
た
行
政
区
で
は
、
区
長
さ

ん
を
中
心
と
し
た
自
主
防
災
組
織

や
消
防
団
が
給
水
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
生
活
の
回
復
に

貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

災
害
時
、
行
政
職
員
の
み
の
対

応
に
は
限
界
が
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
「
自
助
」「
共
助
」
の
必
要
性

と
重
要
性
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
７
月

21
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
町
内
限

定
で
販
売
し
ま
し
た
が
、
１
４
３

１
セ
ッ
ト
の
残
が
生
じ
ま
し
た
。

９
月
１
日
か
ら
町
外
の
方
も
対
象

に
２
次
販
売
を
始
め
、
初
日
午
前

中
に
完
売
い
た
し
ま
し
た
。

　

販
売
総
数
１
万
セ
ッ
ト
の
う
ち
、

９
５
６
１
セ
ッ
ト
、
95
・
６
％
を

町
内
の
方
が
、
４
３
９
セ
ッ
ト
を

町
外
の
方
が
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
部
の
自
治
体
で
は
、
販
売
時

の
混
乱
や
、
販
売
方
法
に
対
す
る

苦
情
な
ど
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
町
で
は
、
整
理
券
を
配
布
し
た

こ
と
や
、
町
内
在
住
者
へ
の
販
売

期
間
を
長
く
設
定
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な
く
、

町
内
の
消
費
活
性
化
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

臼
杵
運
送
株
式
会
社　

事
業
所
新
設
協
定
締
結

　

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
の

商
品
配
送
事
業
を
行
う
臼
杵
運
送

株
式
会
社
と
６
月
25
日
、
事
業
所

新
設
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
製
品
の
販
売
が
好

調
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
工
場
敷
地
内

に
あ
る
臼
杵
運
送
所
有
の
倉
庫
な

ど
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
今
後
、

南
九
州
の
拠
点
基
地
と
し
て
整
備

す
る
た
め
に
、
工
場
物
流
門
近
く

の
約
１
・
３
㌶
の
土
地
に
倉
庫
を

新
規
に
建
設
す
る
も
の
で
す
。
来

年
３
月
な
い
し
４
月
の
稼
働
を
予

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り

　

今
回
で
19
回
目
と
な
る
「
か
し

ま
水
の
郷
ま
つ
り
」
を
８
月
１
日
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
西
側
駐
車
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
台
風
接
近
で
中
止
し
ま

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

声
も
あ
っ
て
、
今
年
は
８
月
10
日

を
花
火
の
予
備
日
と
決
め
て
準
備

を
進
め
ま
し
た
。

　

幸
い
に
、
１
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
て
無
事
予
定
通
り
に
開
催
で
き
、

荒
木
町
長

広報かしま2015.10
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西田良一さん

　

嘉
島
町
教
育
委
員
に
９
月
９
日

付
で
、
鯰
の
西
田
良
一
さ
ん
が
就

約
８
７
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

広
域
農
場
農
業
生
産
法
人

設
立
の
進
捗
状
況　
　
　

　

広
域
農
場
農
業
生
産
法
人
の
設

立
準
備
委
員
会
会
議
が
７
月
21
日

と
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
法
人
の
設
立
時
期

は
来
年
５
月
ご
ろ
を
目
標
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
国
の
農
地
中
間

管
理
事
業
に
よ
る
「
機
構
集
積
協

力
金
」
を
よ
り
有
利
に
活
用
す
る

た
め
、
そ
の
目
標
を
今
年
11
月
に

早
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
８
月

24
日
か
ら
９
月
２
日
に
か
け
て
各

集
落
で
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
設
立
総
会
や
法
人
登
記

事
務
作
業
な
ど
に
加
え
て
、
農
地

中
間
管
理
機
構
へ
の
関
連
事
務
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
町
は

設
立
準
備
委
員
会
と
役
割
を
分
担

し
な
が
ら
、
法
人
化
実
現
の
た
め
、

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
益
城
消
防
組
合

新
庁
舎
落
成　
　

　

７
月
10
日
に
「
上
益
城
消
防
組

合
消
防
本
部
・
上
益
城
消
防
署
」

の
新
庁
舎
落
成
式
が
あ
り
、
出
席

い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
、
御
船
町
の
国
道

４
４
５
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
着

工
、
本
年
７
月
１
日
に
業
務
を
開

始
。「
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ

ム
」
や
「
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
」
な
ど
、
最
新
の
設
備
と
機
能

を
有
す
る
新
庁
舎
で
す
。

　

本
町
に
と
っ
て
は
、
距
離
的
に

も
時
間
的
に
も
短
縮
さ
れ
、
嘉
島

町
の
「
安
全
・
安
心
度
」
が
向
上

し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の

ス
ト
ッ
ク
効
果　

　

７
月
15
、
16
日
に
九
州
治
水
期

成
同
盟
連
合
会
の
要
望
活
動
が
行

わ
れ
、
私
も
緑
川
改
修
期
成
会
会

長
と
し
て
、
国
土
交
通
省
並
び
に

関
係
国
会
議
員
に
、
緑
川
、
加
勢

川
治
水
関
連
事
業
の
推
進
を
要
望

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
池
内
河
川
局
長
は
じ

め
河
川
局
幹
部
の
皆
さ
ん
と
九
州

の
各
期
成
会
長
が
同
席
す
る
意
見

交
換
会
の
席
上
で
、
大
西
治
水
課

長
か
ら
、
私
や
嘉
島
町
の
名
前
を

挙
げ
て
、「
加
勢
川
改
修
事
業
の

ス
ト
ッ
ク
効
果
に
よ
り
、
町
が
発

展
し
治
水
安
全
度
が
向
上
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
嘉
島
町
長
か
ら
各

方
面
へ
発
信
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
の
紹
介
と
お
礼
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

公
共
事
業
の
効
果
を
正
し
く
検

証
す
る
と
と
も
に
、
分
か
り
や
す

く
説
明
し
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

加
勢
川
の
治
水
安
全
度
の
さ
ら

な
る
向
上
の
た
め
、
今
後
も
河
道

掘
削
な
ど
に
つ
い
て
要
望
活
動
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
部
台
地
土
地

区
画
整
理
事
業

　

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

の
委
員
会
を
７
月
27
日
に
開
催
し
、

事
業
経
過
や
今
後
の
予
定
な
ど
を

報
告
、
協
議
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
保
留
地
販
売
の
た
め
、

地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
今

年
10
月
ご
ろ
か
ら
１
カ
月
間
、
公
募

に
よ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
の
宣
伝
広

告
を
広
く
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
応

募
を
期
待
し
、
あ
わ
せ
て
事
業
全

体
の
宣
伝
効
果
が
高
ま
る
よ
う
に

工
夫
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
権
者
へ
の
情
報
提
供
の
た
め

に
「
東
部
台
地
の
ま
ち
づ
く
り
便

り
」
の
創
刊
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

地
権
者
へ
の
土
地
利
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
同
時
に
行
い
、

一
定
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
意
向
を
で
き
る
だ
け
換
地
設

計
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
約
70
㌶
と
規
模
が

大
き
く
、
着
実
な
事
業
展
開
に
は

相
当
の
経
費
と
期
間
を
費
や
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
地
権
者
の
負
担

も
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
、
事
業
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

嘉
島
西
小
学
校

校
舎
増
築
工
事

　

嘉
島
西
小
学
校
の
校
舎
増
築
工

事
契
約
は
、
７
月
の
臨
時
議
会
で

ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
同
日
、
本

契
約
成
立
と
な
り
ま
し
た
。
来
年

２
月
末
日
ま
で
の
工
期
で
、
工
事

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
西
小
関
係
者

を
は
じ
め
、
学
校
周
辺
の
住
民
の

皆
様
や
、
体
育
館
な
ど
を
利
用
さ

れ
る
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

嘉
島
町
公
民
館
の

ホ
ー
ル
解
体
工
事

　

嘉
島
町
公
民
館
ホ
ー
ル
解
体
工

事
は
７
月
に
工
事
入
札
を
実
施
。

工
期
を
８
月
５
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
と
し
、
８
月
中
旬
か
ら
解
体

工
事
に
着
手
、
本
体
の
解
体
は
済

み
ま
し
た
。

　

跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
文

化
財
発
掘
調
査
に
伴
う
遺
物
等
の

整
理
作
業
や
公
民
館
利
用
者
な
ど

の
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
教
育
委
員
に 

西
田 

良
一
さ
ん
（
鯰
）

任
し
ま
し
た
。
前
教
育
委
員
の
森

田
義
雄
さ
ん
の
後
任
で
、
任
期
は

平
成
28
年
６
月
６
日
ま
で
。

　

仕
事
は
不
動
産
業
で
、
町
商
工

会
副
会
長
。
平
成
21
年
４
月
か
ら

２
年
間
、
町
消
防
団
長
。「
安
全

安
心
で
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
育
つ
環
境
づ
く
り
を
応
援
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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祝
ご夫婦 12組表彰

藤田　弓生
カツコ

さん
さん
（75）
（76）

下六嘉　２月１日

　

平
成
27
年
度
の
金
婚
夫
婦
表
彰
式
は
９
月
16
日
、

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
中
に
結

婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
る
嘉
島
町
内
の
ご
夫
婦
は
12

組
。
式
に
は
10
組
（
１
組
は
ご
主
人
だ
け
）
が
出

席
、
荒
木
町
長
か
ら
、
熊
日
と
町
か
ら
の
表
彰
状
、

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、「
金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
昭
和
40
年
に
結
婚
、
そ
れ
か
ら
半

世
紀
、
手
を
た
ず
さ
え
、
幸
福
な
家
庭
を
築
き
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

欠
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
通
り
で
す
。

　

荒
木　

賢
一
さ
ん
（
75
）　

　
　
　

八
月
子
さ
ん
（
74
）

　
　
　
　
　
　
　

上
島　

10
月
26
日

　

本
田　

康
次
郎
さ
ん
（
77
）

　
　
　
　

ト
メ
子
さ
ん
（
75
）

　
　
　
　
　
　
　

滝
河
原　

10
月
21
日

　

 

※
日
付
は
結
婚
記
念
日
、
年
齢
は
表
彰
日
現
在
で
す
。

　

熊
日　

代
表
ご
夫
婦
に
表
彰
状

　

第
57
回
熊
日

金
婚
夫
婦
表
彰

状
と
記
念
品
は

９
月
９
日
、
町

長
室
で
、
熊
日

事
業
局
の
池
下

事
業
部
長
か
ら
、

本
田
金
男
さ
ん
、

幸
子
さ
ん
ご
夫

婦
に
贈
呈
さ
れ
、

荒
木
町
長
が
立

ち
会
い
ま
し
た
。

平成 27 度嘉島町金婚夫婦表彰式

井上　政敏
ヒサ子

さん
さん
（77）
（73）

西村　12 月９日

藤本　司
廣子

さん
さん
（74）
（71）

上六嘉　３月 18 日

永田　英治
ツヤ子

さん
さん
（72）
（70）

下六嘉　４月４日

野内　廣美
ツヨ子

さん
さん
（73）
（71）

西村　９月 20 日

本田　金男
幸子

さん
さん
（73）
（74）

上仲間　５月２日

春日　　堅
スエ子

さん
さん
（75）
（70）

鯰　７月 12 日

松本　明光
久榮

さん
さん
（75）
（75）

鯰　２月 1日
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藤木　保雄
久美子

さん
さん
（81）
（78）

下仲間　３月６日

永田　　勝
怜子

さん
さん
（78）
（71）

犬渕　４月４日嘉島町の金婚夫婦表彰状

　

今
年
の
嘉
島
町
の
百
歳
長
寿
表

彰
は
３
人
。
下
六
嘉
の
藤
瀬
宗
男

さ
ん
は
９
月
11
日
に
町
民
会
館
で

開
か
れ
た
町
敬
老
会
で
講
話
、
元

気
に
長
寿
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

他
の
２
人
は
、
荒
木
町
長
が
９
月

15
日
に
訪
問
、
内
閣
総
理
大
臣
と

町
か
ら
の
表
彰
状
、
記
念
品
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

藤
瀬
さ
ん
は
、「
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
の
は
戦
争
」
と
昭
和

14
年
に
中
支
で
負
傷
、
２
度
目
の

召
集
は
後
遺
症
で
兵
役
免
除
に

な
っ
た
体
験
を
語
り
、「
運
動
と

カ
ラ
オ
ケ
、
写
真
撮
影
。
趣
味
を

持
っ
て
多
く
の
人
と
交
流
す
る
こ

と
」
と
長
寿
の
秘
訣
を
披
露
し
ま

し
た
。

藤
瀬　

宗
男 

さ
ん

 

大
正
５
年
２
月
６
日
生

　

町
敬
老
会
で
元
気
に
講
話

百
歳

祝

大
塚　

サ
ダ
メ
さ
ん
（
北
甘
木
）

 

大
正
４
年
12
月
13
日
生

　

自
力
で
車
い
す
を
使
い
、
歌

や
踊
り
が
大
好
き
。「
長
生
き
は
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
」。

宮
川　

忠
人 

さ
ん
（
滝
河
原
）

 

大
正
４
年
11
月
５
日
生

　

車
い
す
で
自
由
に
動
き
回
り
、

施
設
職
員
が
感
心
す
る
ほ
ど
上
手

な
ぬ
り
絵
が
、
毎
日
の
楽
し
み
。

３
人
を
表
彰

結婚5 0周年
5 人を表彰

祝
　

昭
和
40
年
に
結
婚
、
そ
の
後
伴
侶
を
亡
く
し
た
方
の

結
婚
50
周
年
を
祝
う
表
彰
式
は
９
月
16
日
、
役
場
で
開

か
れ
、
５
人
（
２
人
出
席
）
に
荒
木
町
長
か
ら
町
の
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

荒
木
町
長
は
、
お
祝
い
の
言
葉
に
続
い
て
、「
こ
の

表
彰
は
今
年
で
26
回
目
。
昭
和
40
年
は
前
年
に
東
京
五

輪
が
あ
り
、
戦
後
復
興
か
ら
高
度
成
長
へ
向
か
う
、
将

来
の
希
望
に
満
ち
た
活
気
あ
る
年
で
し
た
。
そ
の
後
、

伴
侶
を
亡
く
さ
れ
な
が
ら
も
家
庭
を
守
り
、
社
会
に
貢

献
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表

し
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。

　

福
本　

義
子
さ
ん
（
74
）
＝
鯰

　

田
中　

榮
治
さ
ん
（
78
）
＝
下
六
嘉

　

原
田　

信
子
さ
ん
（
71
）
＝
上
島

　

德
岡
千
惠
子
さ
ん
（
70
）
＝
北
甘
木

　

德
永　
　

功
さ
ん
（
71
）
＝
鯰

左から、工藤教育長、福本義子さん、田中榮治さん、荒木町長
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長
寿　

敬
老
会

祝
　

平
成
27
年
度
の
嘉
島
町
敬
老
会

は
９
月
10
日
、
町
民
会
館
ホ
ー
ル

「
ア
ク
ア
」
で
開
催
。
70
歳
以
上
の

約
５
０
０
人
が
出
席
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
髙
﨑
裕
士
さ
ん
の

軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り
と
津
軽
三
味

線
の
演
奏
を
楽
し
み
、
大
き
な
拍

手
を
送
り
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

荒
木
町
長
は
「
地
域
で
活
動
し
、

き
ょ
う
用
が
あ
る
、
き
ょ
う
行
く

所
が
あ
る
と
い
う
生
活
が
生
き
が

い
に
な
り
、
充
実
感
に
つ
な
が
り

ま
す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
こ

れ
か
ら
も
長
生
き
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
」
と
長
寿
を
祝
い
、
川

上
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

百
歳
表
彰
は
藤
瀬
宗
男
さ
ん
に
、

米
寿
表
彰
は
今
年
の
対
象
者
63
人

を
代
表
し
て
、
上
六
嘉
の
中
嶋
又

喜
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
中
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
が
謝
辞
を
述
べ
、「
活
力
あ

る
生
活
を
送
る
た
め
に
、
体
力
測

定
や
地
域
サ
ロ
ン
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

髙
﨑
さ
ん
は
見
事
な
演
奏
を
披

露
、
川
上
議
長
と
の
「
二
人
三
味

線
」
も
演
じ
ま
し
た
。

　

町
内
の
長
寿
者
は
８
月
末
現
在
、

70
歳
以
上
が
１
７
６
６
人
、
90
歳

以
上
１
８
３
人
、
百
歳
以
上
は
８

人
お
ら
れ
ま
す
。

　

浮
島
熊
野
座

神
社
の
例
大
祭

に
合
わ
せ
て
、

地
元
の
「
井
寺

曳
廻
し
太
鼓
」

が
９
月
13
日
、

井
寺
地
区
を
回

り
、
乙
女
神
楽

と
雅
楽
も
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

 

※
表
紙
参
照

　

太
鼓
保
存
会

や
地
区
役
員
、

親
子
会
な
ど
約

50
人
が
参
加
。

午
前
９
時
に
参

拝
し
た
後
、
の
ぼ
り
旗
を
先
頭
に

行
灯
神
輿
、
小
学
生
が
た
た
く
太

鼓
な
ど
が
出
発
、
地
区
内
を
ゆ
っ

く
り
と
回
り
ま
し
た
。
道
筋
で
は

地
元
の
人
た
ち
が
待
ち
受
け
、
お

さ
い
銭
を
納
め
て
お
は
ら
い
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

神
社
で
は
、
中
学
生
の
女
子
２

人
に
よ
る
乙
女
神
楽
と「
雅
奏
会
」

（
松
永
ま
り
子
代
表
）
の
５
人
に

よ
る
雅
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
で
楽
し
く

笑顔で拍手を送る出席者の皆さん

髙﨑さん（右）の見事な演奏に聴き入る皆さん

井寺曳廻し太鼓保存会と氏子の皆さん

おさい銭を入れる地区の人たち 雅奏会による雅楽の奉納

浮島神社例大祭

米寿代表の
中嶋又喜さん

謝辞を述べる
中島町老連会長

荒木町長
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健
康
な
心
と
体
は
、

規
則
正
し
い

生
活
リ
ズ
ム
か
ら

　

２
学
期
が
始
ま
っ
た
９

月
、
嘉
島
東
・
西
小
学
校
で

は
、
夏
休
み
の
生
活
を
振
り

返
り
、
学
校
生
活
に
戻
る
た

め
の
「
保
健
指
導
」
が
あ
り

ま
し
た
。
東
小
の
小
森
先

生
、
西
小
の
藏
田
先
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
、
児
童
が
考
え

た
「
が
ん
ば
る
こ
と
」
を
紹

介
し
ま
す
。

嘉
島
西
小
の
保
健
指
導

嘉
島
東
小
の
保
健
指
導

　

嘉
島
町
高
齢
者
・
婦
人
合
同
学

級
は
８
月
24
日
、
町
民
会
館
で
開

か
れ
、
熊
本
市
の
高
野
病
院
の
高

野
正
博
会
長
が
「
高
齢
者
の
排
便

障
害
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

高
野
会
長
は
、「
便
秘
予
防
の

２
大
療
法
は
薬
物
療
法
と
食
事
療

法
。
そ
の
基
と
な
る
の
は
生
活
療

法
で
、
ま
ず
は
規
則
正
し
い
生
活

を
す
る
こ
と
」
と
話
し
、
大
腸
運

動
低
下
な
ど
に
よ
る
便
秘
の
種
類

や
、
体
力
低
下
、
精
神
的
苦
痛
に

よ
る
高
齢
者
の
便
秘
の
悪
循
環
、

女
性
の
便
秘
の
原
因
な
ど
に
触
れ
、

便
秘
薬
の
種
類
と
特
性
、
痔
疾
な

ど
を
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

便
秘
予
防
の
生
活
療
法
と
し
て
、

▽
早
寝
早
起
き
を
す
る
、
▽
朝
食

を
と
り
、
朝
ト
イ
レ
に
行
く
習
慣

を
つ
け
る
、
▽
適
度
に
体
を
動
か

す
、
の
３
つ
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
（
上
田
け
い
子
会
長
）
は
９
月
２
日
、

１
日
に
必
要
と
さ
れ
る
野
菜
３
５
０
㌘

を
量
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
町
民
会
館
に

設
け
、
住
民
健
診
の
受
診
者
に
実
感
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
厚
生
労
働
者
が
提

唱
す
る
健
康
づ
く
り
の
指
標
は
、
成
人

の
望
ま
し
い
野
菜
摂
取
量
を
１
日
３
５

０
㌘
。
緑
黄
食
野
菜
１
２
０
㌘
と
そ
の

他
の
野
菜
２
３
０
㌘
を
バ
ラ
ン
ス
良
く

摂
る
こ
と
を
推
称
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
者
は
、
人
参
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト

マ
ト
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
と
キ
ャ
ベ
ツ
、

大
根
な
ど
の
淡
色
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

て
「
こ
れ
く
ら
い
か
な
」
と
量
を
確
認
、

自
分
自
身
の
食
生
活
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
野
菜
不
足
を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。

【 

先
生
か
ら
児
童
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
】

○ 

元
気
に
生
活
す
る
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト

　

 

＝
睡
眠
・
食
事
・
運
動 

＝
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん

○
寝
る
子
は
育
つ
、
は
本
当
。

○ 
眠
っ
て
い
る
間
に
、
成
長

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
。

○ 
心
臓
は
寝
て
い
る
と
き
に
、

ゆ
っ
く
り
休
む
。

○ 

夜
10
時
に
寝
る
と
、
６
時

起
き
で
も
８
時
間
休
め
る
。

○ 

ゲ
ー
ム
、
テ
レ
ビ
は
（
脳

を
刺
激
す
る
の
で
）
寝
る

１
時
間
前
に
や
め
る
。

○ 

で
き
て
い
る
こ
と
、
で
き

て
い
な
い
こ
と
。
自
分
で

考
え
て
、
自
分
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
。

【 

児
童
が
考
え
た
「
が
ん
ば

る
こ
と
」】

○ 

ゲ
ー
ム
を
す
る
と
き
は
、

（
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
）

時
間
を
見
な
が
ら
す
る
。

○ 

テ
レ
ビ
の
時
間
を
決
め
て
、

９
時
半
に
寝
る
。

○ 

早
起
き
す
る
な
ら
、
早
く

寝
る
。

○ 

９
時
半
に
寝
た
ら
、
カ
レ

ン
ダ
ー
に
シ
ー
ル
を
貼
る
。

体
調
を
整
え
よ
う
！

寝
る
子
は
育
つ
！

夏
休
み
後
の
保
健
指
導

講師の高野会長

野
菜
３
５
０
グ
ラ
ム

規
則
正
し
い
生
活
で

高
齢
者
・
婦
人

合
同
学
級
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
９

月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、「
子
供

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を

テ
ー
マ
に
、
嘉
島
町
内
で
も
多
彩

な
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

○
御
船
署
管
内
４
町
合
同
出
発
式

　

９
月
18
日
、
益
城
町
総
合
体
育

館
で
あ
り
、
御
船
署
と
管
内
４
町

か
ら
関
係
団
体
が
参
加
。
益
城
町

の
野
田
正
和
交
通
指
導
員
隊
長
が

出
発
申
告
、
青
パ
ト
を
先
頭
に
嘉

島
町
役
場
ま
で
交
通
安
全
啓
発
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
頭
指
導

　

町
内
の
主
要
交
差
点
で
期
間
中
、

町
議
会
議
員
や
交
通
指
導
員
、
交

期
間
中
、
嘉
島
町
で
死
亡
事
故
。

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
！

通
安
全
母
の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
交
通

安
全
協
会
の
皆
さ
ん
が
横
断
旗
を

手
に
児
童
、
生
徒
の
登
校
を
見
守

り
ま
し
た
。
荒
木
町
長
も
９
月
25

日
、
登
校
す
る
嘉
島
東
・
西
小
学

校
の
児
童
や
嘉
島
中
学
校
の
生
徒

に
「
気
を
付
け
て
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。

○
園
児
が
安
全
運
転
呼
び
か
け

　
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
の
９
月
30
日
、
嘉
島
保
育
園

の
園
児
37
人
が
交
通
安
全
母
の
会

会
員
と
一
緒
に
役
場
前
で
「
安
全

運
転
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
ド
ラ

イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
町

交
通
指
導
員
や
御
船
署
員
も
参
加
。

園
児
が
笑
顔
で
啓
発
チ
ラ
シ
と
タ

オ
ル
を
手
渡
す
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー

も
笑
顔
で
応
じ
て
い
ま
し
た
。

○
秋
分
の
日
に
も
啓
発
行
事

　

９
月
23
日
、
御
船
町
の
熊
本
バ

ス
自
動
車
学
校
で
、
第
13
回
高
齢

者
安
全
運
転
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
、
御
船
署
管
内
４
町
の
高
齢
者

が
交
通
安
全
の
知
識
や
運
転
技
術

を
競
い
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
オ
ー
タ

ム
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
来
場
者
に

交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
り
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
の
試
乗
、

記
念
撮
影
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
の
８
月
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
康
寿
苑
で
嘉
島
東
小
と
嘉

島
中
、
同
悠
優
か
し
ま
で
嘉
島
西
小

の
児
童
・
生
徒
が
お
年
寄
り
と
交
流
、

仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

康
寿
苑

　
嘉
島
東
小
４
年　
廣
田　
希
空　

　

わ
た
し
は
、
康
寿
苑
に
行
っ
て
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
前

に
立
っ
た
と
き
、
そ
の
人
た
ち
が
え

が
お
で
、「
か
わ
い
い
ね
」
と
言
っ
て

く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
初
に
車
い
す
の
体
験
を
し
ま
し

た
が
、
乗
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
こ
わ
か
っ

た
で
す
。
リ
フ
ト
車
に
も
車
椅
子
で

乗
っ
た
ら
、
い
き
な
り
上
が
っ
た
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
校
歌
を
歌

う
時
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
囲
ま
れ
て
最
初
は
き
ん
ち
ょ
う

し
た
け
れ
ど
、
歌
い
終
わ
っ
て
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
、「
す
ご
か
っ
た

よ
。
ま
た
き
て
ね
！
」
と
言
わ
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ご
は
ん
を
配
る
と
き
、
そ
の
人
が

食
べ
や
す
い
よ
う
に
と
ろ
み
を
つ
け

た
り
、
全
部
細
か
く
し
た
り
し
て
あ

る
ご
は
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
ル
ー
キ

ン
グ
の
体
験
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
に
と
ろ
み
を
つ
け
て
飲
み
ま
し
た
。

と
ろ
と
ろ
で
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
感
想
文

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
笑
顔
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

校
歌
も
歌
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。

悠
優
か
し
ま

嘉
島
西
小
６
年　
竹
坂　
美
咲　

　

私
は
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
悠
優
か

し
ま
に
行
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
症
状
を

持
っ
た
お
年
寄
り
が
い
ま
し
た
。
飲

み
こ
み
が
う
ま
く
で
き
な
い
お
年
寄

り
に
は
、
ス
ル
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
て
、

白
い
粉
を
飲
み
物
に
入
れ
て
ト
ロ
ト

ロ
に
し
て
飲
ん
で
い
る
事
が
分
か
り

ま
し
た
。
私
も
実
際
に
飲
ん
で
み
た

ら
、
そ
の
ち
が
い
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
飲
ん
だ
ら
む
せ
る

飲
み
物
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
の
ど
に

入
っ
て
い
く
も
の
で
、
飲
み
こ
む
の

が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
人
に
は
、
大

事
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る

お
年
寄
り
が
い
ま
し
た
。
そ
の
方
た

ち
の
た
め
に
ト
イ
レ
や
お
ふ
ろ
に
手

す
り
が
つ
い
て
い
た
り
、
車
い
す
が

通
れ
る
よ
う
に
広
く
な
っ
て
い
た
り

す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
あ

り
、
そ
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
便
利

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

車
い
す
体
験
で
、
施
設
の
方
が
、

段
差
が
あ
っ
た
ら
「
大
丈
夫
で
す
か
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
お
す
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
分
が
車
い
す

に
乗
っ
た
時
、
だ
ま
っ
て
お
し
て
も

み
ん
な

を
守
る

早
め
点
灯
と
反
射
材

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

御船署管内４町合同出発式

児童を見守る荒木町長

競技大会に出場した嘉島町の皆さん 安全運転を呼びかける園児
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ら
う
よ
り
声
を
か
け
て
お
し
て
も
ら

う
方
が
安
心
出
来
ま
し
た
。
施
設
の

方
は
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
働
い

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

車
い
す
の
方
を
み
か
け
た
ら
、
進

ん
で
手
伝
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
は
ず
か
し
が
ら
ず
に
声

を
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
、
相
手
の

こ
と
を
考
え
て
行
動
し
、
声
か
け
を

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
忘
れ
ず
、
日
ご
ろ
の

生
活
に
も
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。

康
寿
苑嘉

島
中
２
年　
竹
田　
渚　

　

私
が
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
と
体
操
、
ゲ
ー
ム
を

し
て
交
流
し
た
こ
と
で
す
。
普
段
や

ら
な
い
体
操
ば
か
り
で
、
と
ま
ど
っ
て

い
る
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
か
ら
声

を
か
け
て
く
れ
て
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
で
は
早
口
言
葉
を
し
ま
し

た
。
私
が
言
う
言
葉
は
「
隣
の
客
は

よ
く
柿
食
う
客
だ
」
で
し
た
。
か
ま

ず
に
言
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
言
っ

た
あ
と
に
は
拍
手
も
し
て
く
れ
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

リ
フ
ト
車
両
の
体
験
で
は
、
リ
モ
コ

ン
操
作
を
し
ま
し
た
。
車
い
す
で
も
そ

の
ま
ま
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
リ
フ

ト
車
が
あ
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

車
い
す
が
グ
ラ
グ
ラ
し
な
い
よ
う
に
、

下
に
と
め
る
も
の
が
あ
っ
た
り
、
降
り

る
時
に
ゆ
っ
く
り
降
り
ら
れ
る
工
夫
が

さ
れ
て
あ
っ
た
り
し
て
、
す
ご
く
考
え

ら
れ
て
い
る
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

昼
食
の
時
間
に
な
る
と
、
消
毒
を

し
て
昼
ご
は
ん
を
配
り
ま
し
た
。

　
３
つ
配
り
ま
し
た
。１
つ
目
を
配
っ

た
方
は
、
ご
は
ん
が
お
か
ゆ
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
お
か
ず
は
ペ
ー
ス

ト
状
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
２
つ
目

を
配
っ
た
方
は
「
き
な
こ
」
が
大
好

物
み
た
い
で
、
私
が
「
全
部
か
け
て

い
い
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、
笑
顔

で
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
こ
た
え
て

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
３
つ

目
を
配
っ
た
方
は
、
元
気
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
で
、
ご
は
ん
も
大
盛
り
で
と

て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

私
が
昼
食
を
手
伝
っ
て
思
っ
た
こ

と
は
、
人
に
合
わ
せ
て
食
べ
や
す
い

形
で
出
し
て
あ
り
、
食
堂
の
方
が
大

変
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
職
員
の
方
が
「
患
者
さ
ん

は
、
お
見
舞
い
に
来
ら
れ
る
と
う
れ

し
が
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
私

も
た
く
さ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
見

舞
い
に
行
き
、
少
し
で
も
元
気
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

食
べ
た
く
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
方
も

い
る
の
で
、
食
べ
物
に
感
謝
し
て
長

生
き
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
学
校
２
年
生
72
人
が
９

月
８
日
か
ら
３
日
間
、
町
内
外
の

28
事
業
所
で
職
場
体
験
。
生
徒
は

短
期
間
な
が
ら
、「
思
っ
た
よ
り

き
つ
い
」「
け
っ
こ
う
大
変
」「
楽

し
い
」
と
、
プ
ロ
の
仕
事
の
厳
し

さ
や
面
白
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

事
業
所
は
、
病
院
、
製
造
業
、

幼
稚
園
・
保
育
園
、
介
護
施
設
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ

ニ
、
飲
食
店
、
消
防
署
、
温
泉
施

設
、
郵
便
局
な
ど
。
大
半
が
町
内

で
、
い
ず
れ
も
快
く
生
徒
を
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

回
生
会
病
院
で
は
、
看
護
師
志

望
の
女
子
２
人
が
、
作
業
療
法
士

の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
入
院
患

者
と
一
緒
に
ぬ
り
絵
を
し
、
み
ん

な
の
作
品
を
展
示
す
る
準
備
を
手

伝
っ
て
い
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

嘉
島
保
育
園
で
は
、
保
育
士
志

望
の
女
子
と
園
の
仕
事
に
興
味
を

持
つ
男
子
が
、
部
屋
の
掃
除
や
片

づ
け
を
し
、
子
ど
も
た
ち
を
屋
外

で
遊
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

熊
本
南
工
業
団
地
の
旭
千
代
田

工
業
は
、
炉
で
の
焼
き
入
れ
で
金

属
製
品
強
度
を
増
す
の
が
業
務
。

男
子
２
人
が
根
気
よ
く
、
自
動
車

部
品
を
ケ
ー
ス
に
並
べ
る
作
業
を

続
け
て
い
ま
し
た
。

　

毎
日
９
５
０
食
を
調
理
す
る
町

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
子
２
人

が
職
員
と
一
緒
に
、
た
く
さ
ん
の

長
ネ
ギ
を
洗
い
、
大
鍋
で
の
調
理

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

嘉
島
保
育
園
で

旭
千
代
田
工
業
で

嘉
島
町
給
食
セ
ン
タ
ー
で

仕事の厳しさ仕事の厳しさ
　　　面白さ学ぶ　　　面白さ学ぶ
嘉島中２年生が職場体験嘉島中２年生が職場体験
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北
甘
木
楡
本
の
「
氏
神
さ
ん
」

で
９
月
13
日
、
同
地
区
と
二
子
塚

地
区
の
子
ど
も
に
よ
る
宮
相
撲
が

あ
り
、
一
生
懸
命
の
取
り
組
み
に

氏
子
や
保
護
者
が
声
援
を
送
り
ま

し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

宮
相
撲
は
両
地
区
に
古
く
か
ら

伝
わ
り
、
氏
神
さ
ん
で
３
年
、
二

子
塚
の
「
天
神
さ
ん
」
で
２
年
ず

つ
、
い
ず
れ
も
毎
年
、
秋
祭
り
の

日
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

氏
神
さ
ん
で
は
、
氏
子
た
ち
が

お
供
え
を
し
て
、
拝
殿
の
前
に
直

径
３
㍍
ほ
ど
の
土
俵
を
作
り
、
周

囲
に
し
め
縄
を
張
り
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
子
ど
も
は
９
人
。
お
参
り

の
後
、
相
撲
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
宮
相
撲

北
甘
木
の
氏
神
さ
ん

　

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
主
催
の
嘉
島
町
長
杯
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
は
８
月
23
日
、

町
民
体
育
館
で
開
催
。
嘉
島
町
か

ら
も
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
年
齢
無
制
限
の
部

　

優　

勝　
　

Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｔ

　

準
優
勝　

※
土
曜
会
Ｂ

　

３　

位　
　

高
級
ク
ラ
ブ
Ａ

　

敢
闘
賞　
　

高
級
ク
ラ
ブ
Ｂ

◆
50
歳
以
上
の
部

　

優　

勝　
　

山
都
Ａ

　

準
優
勝　

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

　

3　

位　
　

山
都
Ｃ

　

敢
闘
賞　
　

横
田

※
は
嘉
島
町
内
チ
ー
ム

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は
初
心

者
で
も
取
り
組
み
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
嘉

島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会　

事
務
局
・
矢
野

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
３
５－

６
５
５
６

E
-m
ail

 
kashim

a.bbva@
gm
ail.com

　

嘉
島
ち
ぎ
り
絵
会
（
河
原
君
代

代
表
）
の
皆
さ
ん
が
８
月
30
日
か

ら
９
月
３
日
ま
で
、「
和
紙
に
よ

る
ち
ぎ
り
絵
展
示
会
」
を
町
民
会

館
ホ
ワ
イ
エ
で
開
き
ま
し
た
。

　

河
原
さ
ん
の
指
導
で
ち
ぎ
り
絵

を
楽
し
む
約
20
人
が
60
点
を
出
品
。

花
や
鳥
、
富
士
山
や
渓
谷
な
ど
四

季
折
々
の
風
景
を
表
現
し
た
色
鮮

や
か
な
作
品
が
並
び
ま
し
た
。
色

染
め
し
た
和
紙
は
重
ね
る
と
色
が

変
化
す
る
た
め
、
微
妙
な
色
合
い

が
作
品
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

20
年
近
く
指
導
し
て
い
る
河
原

さ
ん
は
、「
頭
や
手
先
を
使
う
の
で
、

認
知
症
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
に
も
効

果
的
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

花
鳥
風
月
…

 

和
紙
の
ち
ぎ
り
絵

町
民
会
館
で
展
示
会

嘉
島
町
長
杯
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

　

９
月
12
、
13
日
に
熊
本
市
を
主

会
場
に
開
か
れ
た
第
70
回
県
民
体

育
祭
の
水
泳
競
技
で
、
三
郎
無
田

の
前
田
義
弘
さ
ん
と
、
上
島
の
吉

見
茂
さ
ん
が
優
勝
、
見
事
３
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

水
泳
競
技
の
会
場
は
ア
ク
ア

ド
ー
ム
く
ま
も
と
。
２
人
は
上
益

城
郡
代
表
と
し
て
、
前
田
さ
ん
は

65
歳
以
上
の
男
子
50
㍍
自
由
形
に

出
場
し
て
32
秒
31
で
、
吉
見
さ
ん

は
55
歳
以
上
の
男
子
50
㍍
背
泳
ぎ

に
出
場
し
て
37
秒
35
で
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
ま
し
た
。

　

２
人
は
と
も
に
、
10
歳
き
ざ
み

の
各
ク
ラ
ス
で
平
成
25
年
か
ら
連

覇
中
。
レ
ー
ス
は
各
組
に
分
か
れ

て
泳
い
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

ア
ク
ア
ド
ー
ム
は
電
気
計
時
で
、

今
回
は
、
前
田
さ
ん
は
２
位
に
０

秒
22
の
僅
差
、
吉
見
さ
ん
は
１
秒

45
差
の
快
勝
で
し
た
。

ビーチボールバレー優勝の2組Aチーム

　

滝
河
原
区
の
体
育
祭
が
９
月
６

日
、
嘉
島
西
小
学
校
体
育
館
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
区
民
約
２

６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

区
民
の
健
康
増
進
と
新
規
転
入

者
と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に

毎
年
９
月
の
第
一
日
曜
日
に
開

催
。
競
技
は
隣
保
組
対
抗
の
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
と
個
人
競
技
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
実
施
さ
れ
、

参
加
者
は
家
族
応
援
団
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

県民体育祭
水泳競技
３連覇

前
田 

義
弘
さ
ん
（
三
郎
無
田
）

吉
見　

 

茂
さ
ん
（
上
島
）

滝
河
原
区
体
育
祭
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嘉
島
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

9
月
1
日
に
完
売
。
た
く
さ
ん
の

方
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

商
品
券
は
、
有
効
期
限
の
11
月

30
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
ご
使
用

下
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効

と
な
り
、
購
入
代
金
の
払
い
戻
し

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
下
さ
い
。

　

使
用
上
の
注
意
事
項
は
、
広
報

か
し
ま
7
月
号
折
込
み
チ
ラ
シ
、

ま
た
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
下
さ
い
。

　

購
入
時
に
お
配
り
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
も
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
商
工
会

　

☎
２
３
７－

０
７
３
４

　
　

役
場
企
画
情
報
課

　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

嘉島町
プレミアム商品券

期限は11月30日
忘れずにご使用を

嘉島町総合運動公園

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

　

印
刷
業
の
㈱
ハ
タ
ノ
（
熊
本
市

西
区
上
熊
本
、
毛
利
吉
文
社
長
）

が
下
仲
間
に
建
設
中
の
本
社
・
工

場
は
来
年
１
月
か
ら
全
面
開
業
を

目
指
し
、
町
と
の
協
定
に
基
づ
い

て
地
元
雇
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
と
同
社
は
昨
年
８
月
６

日
、
本
社
・
工
場
建
設
に
関
す
る

立
地
協
定
に
調
印
。
今
年
４
月
か

ら
、
㈱
ツ
ツ
ミ
の
事
業
所
南
側
に

位
置
す
る
約
７
６
５
０
平
方
㍍
の

用
地
に
、床
面
積
３
３
６
０
平
方
㍍

の
平
屋
建
て
本
社
・
工
場
を
建
設

し
て
い
ま
す
。
建
物
は
10
月
末
に

完
成
。
11
月
か
ら
順
次
、
営
業
、

事
務
部
門
、
工
場
部
門
を
移
し
、

１
月
か
ら
全
面
開
業
、
同
時
に
社

名
も
「
ハ
タ
ノ
総
合
印
刷
」
に
変

更
す
る
予
定
で
す
。

　

地
元
雇
用
は
４
人
の
採
用
を
決

定
。
高
校
新
卒
の
採
用
も
予
定
し

て
各
高
校
に
求
人
、
常
用
や
臨
時

の
パ
ー
ト
も
求
め
て
い
ま
す
。

　

ハ
タ
ノ
は
昭
和
21
年
創
業
。
オ

フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ
る
酒
や
し
ょ

う
ゆ
瓶
の
ラ
ベ
ル
印
刷
を
主
力
に

年
商
約
８
億
円
、
従
業
員
50
人
。

移
転
は
業
務
拡
大
の
た
め
で
、
平

成
32
年
に
年
商
10
億
円
、
従
業
員

80
人
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

毛
利
社
長
は
「
高
校
新
卒
を
は

じ
め
パ
ー
ト
も
地
元
雇
用
を
目
指

し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎
３
５
６－

６
４
３
３

　

総
務
課
・
石
井
さ
ん
へ
。

来
年
１
月
の
全
面
開
業
を
目
指
し
て 

建
設
中
の
ハ
タ
ノ
本
社
・
工
場

ハ
タ
ノ
本
社
・
工
場

１
月
に
全
面
開
業

地
元
雇
用
を
推
進

社
名
は
ハ
タ
ノ
総
合
印
刷
に

各種大会予定 平成27年９月30日現在

月 日 曜 大　会　名 場所 開始時間 主　催　者

10

10 土 第 94回全国高校サッカー選手権　熊本県大会 競技場 8:00 ～ 熊本県サッカー協会
17 日、18 日も開催

11 日 第 50 回熊本県サッカーリーグ（１部） 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会
25 日、11 月 8、15、29 日も開催

17 土 第 7回全日本少年春季・
兼味岡旗軟式野球熊本県大会 野球場 8:00 ～ 熊本県軟式野球連盟

18 日 嘉島町長旗軟式野球大会 野球場 8:30 ～ 嘉島町軟式野球協会　25 日も開催

24 土 熊本県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 8:30 ～ 熊本県サッカー協会

31 土
総務省情報通信全国野球大会 野球場 8:00 ～ 総務省九州総合通信局　11 月１日まで

九州自治体シニアサッカー大会 競技場 9:00 ～ 九州自治体職員サッカー連盟

11
3 火 嘉島町長旗軟式野球大会 野球場 8:30 ～ 嘉島町軟式野球協会

7 土 上益城郡中学野球選手権大会 野球場 8:30 ～ 上益城郡軟式野球協会　8日まで

広報かしま 2015.10
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《
10
〜
11
月
の
休
館
日
》

10
月　

13
、
19
、
26
日

11
月　

2
、
9
、
16
、
24
、
30
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》

　

10
月
14
、28
日
、11
月
11
、25
日

の
15
時
半
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の

部
屋
で
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内 平成27年９月30日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者
（問い合わせ先）

10 24 土 熊日ストリートダンスコンテスト２０１５ 13:00 無料 熊本日日新聞社事業部
 ☎ 361 － 3383

10 25 日 ピアノ教室発表会 9:00 無料 南應子 　　☎ 090 － 6036 － 2513

11 1 日 ㈱有明楽器　ピアノステージ２０１５ 未定 無料 ㈱有明楽器 ☎ 369 － 8282

11 2 月 嘉島町文化祭（作品展示～ 3日） 12:00
無料 嘉島町文化協会 ☎ 237 － 0058

11 3 火 嘉島町文化祭（舞台発表） 9:00

11 7 土 人権を考える町民の集い 13:00 無料 町教育委員会 ☎ 237 － 0058

11 8 日 スタイルダンスセンター発表会
「ＳＤＣ　ＬＩＶＥ　２０１５」 15:00 ― スタイルダンスセンター

 ☎ 202 － 4311

11 15 日 バレエスペースフューチャー発表会 16:00 無料 バレエスペースフューチャー
　　　　　 ☎ 090 － 7458 － 3419

　

こ
の
話
は
、
あ
る
兄
妹
が
森
の

中
で
ふ
し
ぎ
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を

見
つ
け
て
、
ま
ほ
う
に
よ
っ
て

き
ょ
う
り
ゅ
う
の
国
で
大
ぼ
う
け

ん
を
く
り
広
げ
る
物
語
で
す
。

　

兄
の
ジ
ャ
ッ
ク
が
テ
ィ
ラ
ノ
サ

ウ
ル
ス
に
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
時
、
妹
の
ア
ニ
ー
が
プ
テ
ラ
ノ

ド
ン
の
ヘ
ン
リ
ー
と
い
っ
し
ょ
に

ジ
ャ
ッ
ク
を
助
け
に
行
く
所
が
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
わ
く
わ
く

し
ま
し
た
。
お
す
す
め
で
す
！

マ
ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
①

「
恐
竜
の
谷
の
大
冒
険
」

著
者
／
メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ

ボ
ー
ン　

訳
／
食
野　

雅
子

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

嘉島西小学校３年

下西 瑛里子さん

けさくしゃ
 畠中恵
あい　永遠に在り
 高田郁
あらしのよるに
 きむらゆういち
天空の蜂
 東野圭吾
ハロウィーン・パーティ
 アガサ・クリスティー　中村能三　訳
生まれてきてよかった　てんでバリバラ半生記
 玉木幸則
ことばの形見　父母からもらった50の言葉
 今井美沙子
ど～んと来い、困りごと
 早川一光
おとなの楽習　四字熟語のおさらい
 土井里香
かんたん・きれい　絵あそび・おもちゃ・部屋かざり
 高齢者のレクリエーションシリーズ② 枝常弘著

椋鳩十動物童話集第12巻　三日月とタヌキ
 椋鳩十
かあさんのしっぽっぽ
 作　村中李衣　絵　藤原ヒロコ
けんけんけんのケン「ふたりでるすばん」のまき
 山下明生・作　広瀬弦・絵
いかりのギョーザ
 苅田澄子　作　大島妙子　絵
パンプキン
 写真＆文 ケン・ロビンズ 訳 千葉茂樹
日本民話　あたまにかきのき
 唯野元弘／文　村上豊／絵
きつねのおきゃくさま
 あまんきみこ・ぶん　二俣英五郎・え
14ひきのあきまつり
 いわむらかずお
ぎゅっとだっこ七五三
 作・内田麟太郎　絵・山本孝
ハッピーハロウィン！
 新井洋行
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子
ど
も
た
ち
を
、
熊
本
の
未
来
を
一
緒

に
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
３
２
４－

２
１
３
６

　
　
　

月
曜
〜
金
曜　

９
時
〜
16
時

環
境10

月
25
日
（
日
）
は

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
日
で
す

　

美
し
く
住
み
よ
い
私
た
ち
の
町
の
道

路
、
河
川
敷
、
空
地
等
に
散
乱
し
て
い

る
ご
み
を
拾
い
、
自
分
達
の
手
で
き
れ

い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、

ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ

い
に
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ゴ
ミ
収
集

　

10
月
25
日
は
、
町
内
一
斉
清
掃
に
併

せ
て
「
粗
大
ご
み
」
を
収
集
し
ま
す
。

　

必
ず
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、
各
地
区

で
指
定
さ
れ
た
収
集
場
所
に
お
出
し
下

さ
い
。（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出

さ
な
い
で
下
さ
い
。）

　

例
年
、
タ
イ
ヤ
、
テ
レ
ビ
等
の
出
せ

な
い
物
も
見
受
け
ま
す
。
必
ず
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
『
粗
大
ご
み
』
は
、
燃
え
な
い
ご
み

で
あ
っ
て
、
町
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な

な
ど
で
、
11
月
24
、
25
日
の
17
時
〜
19

時
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
搬
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

11
月
29
日
は
、
物
品
バ
ザ
ー
が
10
時

半
〜
14
時
、
食
バ
ザ
ー
が
11
時
〜
14
時

で
す
。
食
バ
ザ
ー
の
食
券
は
地
域
の
方

へ
は
当
日
販
売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
会
長
・
西
上
）

　

☎
０
９
０－

７
４
４
３－

５
９
８
８

地
域
の
学
習
教
育

　

熊
本
県
は
、「
塾
に
通
う
の
が
難
し

い
」「
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
」
な
ど
、
学
習
意
欲
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
応
援
す
る
「
地
域
の
学
習
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
退
職
さ
れ

た
元
教
職
員
の
方
や
大
学
生
が
先
生
と

な
り
、
教
科
書
に
沿
っ
て
学
習
し
ま
す
。

○
費
用　

１
回
上
限
百
円
（
電
気
代
）

○
対
象
者　

小
・
中
学
生

○
開
所
日　

週
１
回
以
上　

※
「
実
施

場
所
」「
学
習
支
援
員
」「
子
ど
も
た

ち
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
図
ら
れ
た
教
室

か
ら
順
次
開
始
。
１
人
か
ら
で
も
開
所

可
能
。

　
「
学
習
支
援
員
」
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
け
る
先
生
と
「
学
習
場
所
」
も
募

集
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

「
で
き
る
こ
と
」、
そ
れ
ら
を
結
集
し
て
、

子
育
て

児
童
手
当
（
10
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　

平
成
27
年
６
月
分
〜
９
月
分
の
児
童

手
当
は
、
10
月
９
日
（
金
）
に
そ
れ
ぞ

れ
希
望
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
例
年

通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る
方
は
窓

口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

嘉
島
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

農
産
物
・
物
品
提
供
の
お
願
い

　

西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
11
月
29
日
、
西
小
で

開
催
す
る
バ
ザ
ー
に
、
農
産
物
や
家
庭

に
あ
る
物
品
の
無
償
で
の
提
供
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
益
金
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
産
物
の
受
付
は
、11
月
28
日
14
時
〜

17
時
、
同
29
日
９
時
〜
10
時
15
分
、
体

育
館
で
。
た
だ
し
、
食
品
衛
生
上
問
題

あ
る
も
の
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

物
品
は
、
不
用
品
、
ギ
フ
ト
、
手
作

り
作
品
、
未
着
用
衣
類
、
本
、
学
校
の

制
服
（
小
・
中
学
校
）
体
操
服
、
帽
子

○
日
時

　

11
月
７
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

○
場
所

　

 

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク

ア
」

○
講
演

・ 

演
題　
「
水
俣
病
患
者
家
族
と

し
て
の
体
験
」
〜
水
俣
の
漁
師

と
し
て
〜

・
講
師　

杉
本　

肇　

氏

　

杉
本
さ
ん
は
２
０
０
８
年
か
ら

水
俣
病
資
料
館
の
「
語
り
部
」
と

し
て
活
動
。
お
笑
い
エ
ン
タ
ー

テ
ー
メ
ン
ト
「
や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
」
と
し
て
も
活
躍
中
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
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金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

10
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

　

11
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

ペ
ッ
ト

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

○
期
日　

11
月
18
日
（
水
）

○
場
所
及
び
時
間

【
東
地
区
】

い
大
き
さ
の
ご
み
で
す
。
町
指
定
ご
み

袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
燃
え
る
ご
み

は
、
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
自
己

搬
入
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

墓
地
の
新
設
・
移
設
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
墓
地
の
新
設
や
移
設
、

拡
張
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

許
可
の
基
準

　

墓
地
等
の
必
要
性
並
び
に
永
続
性
及

び
非
営
利
性
の
確
保

　

墓
地
等
の
経
営
は
、
需
要
に
応
じ
た

適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
永
続
性
と
非
営
利
性
が
確
保
さ
れ
る

も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
墓
地
等
の
必

要
性
並
び
に
永
続
性
及
び
非
営
利
性
の

ほ
か
、
経
営
主
体
の
適
格
性
、
経
営
の

規
模
、
設
置
場
所
及
び
構
造
設
備
に
つ

い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
、
個
人
墓

地
の
新
設
や
移
設
、
拡
張
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

御
船
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
２
８
２－

０
０
１
６

保
険
料
控
除

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
27

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分

や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な

ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の

提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

相　

談　
あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３
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御
船
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
２
８
２－

０
０
１
６

土
地
取
引

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
等
し

た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者

（
買
主
）
が
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
届
出
が
必
要
な
取
引　

売
買
、
交
換
、

売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
等

○
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

◆
都
市
計
画
区
域
（
嘉
島
町
全
域
）

・
市
街
化
区
域　

２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　

５
千
㎡
以
上

○
届
出
期
限　

契
約
（
予
約
含
む
）
締

結
日
か
ら
２
週
間
以
内
（
締
結
日
含

む
）

○
届
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る
市
区

町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
課

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地
基
本

法
は
土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
基
本
理

念
を
定
め
て
い
ま
す
。
土
地
の
有
効
利

用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

一
、
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

二 

、
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大

切
で
す

三 

、
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ

ん

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

９
時
〜
９
時
10
分

・
上
六
嘉
公
民
館

　
　

９
時
20
分
〜
９
時
半

・
北
甘
木
公
民
館

　
　

９
時
40
分
〜
９
時
50
分

・
井
寺
公
民
館　

10
時
〜
10
時
10
分

・
下
六
嘉
公
民
館
跡
地

　
　

10
時
20
分
〜
10
時
半

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　

10
時
40
分
〜
10
時
50
分

・
東
小
学
校
正
門
前

　
　

11
時
〜
11
時
10
分

【
西
地
区
】

・
上
島
公
民
館　

13
時
半
〜
13
時
40
分

・
鯰
公
民
館　

13
時
50
分
〜
14
時

・
上
仲
間
公
民
館

　
　

14
時
10
分
〜
14
時
20
分

・
下
仲
間
公
民
館

　
　

14
時
半
〜
14
時
40
分

・
犬
渕
公
民
館　

14
時
50
分
〜
15
時

・
高
田
公
民
館

　
　

15
時
10
分
〜
15
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前

　
　

15
時
半
〜
15
時
40
分

※
都
合
の
よ
い
場
所
で
受
け
て
下
さ
い
。

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
予
防
注

射
が
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず

年
１
回
の
予
防
注
射
を
受
け
て
下
さ
い
。

料
金
は
１
頭
当
り
３
０
７
０
円
で
す
。

登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登
録
料

３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
が
病
気
や
体
調
不
良

の
場
合
は
、
か
か
り
付
け
の
獣
医
師
等

に
ご
相
談
の
上
、
注
射
を
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
本
年
度
中
に
注
射
を
済
ま
さ
れ
て
い

る
方
に
は
注
射
済
票
（
青
色
）
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

動
物
愛
護
月
間　

公
開
講
座

○
日
時　

11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
〜
16
時
（
受
付
13
時
〜
）

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館

　
　
　
　

会
議
室
１
・
２
・
３

○
内
容　

公
開
講
座
「
東
日
本
大
震
災

に
学
ぶ
防
災
準
備
〜
ペ
ッ
ト
の
同
行
避

難
〜
」

①
災
害
に
対
す
る
心
構
え
と
防
災
準
備

②
同
行
避
難
所
で
の
生
活
と
災
害
時
の

動
物
救
護

③
被
災
動
物
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
と

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
の
備
え

○
講
師　

が
ん
ば
れ
動
物
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

代
表　

西
川
眞
里
子

○
定
員　

１
５
０
名
（
先
着
順
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
獣
医
師
会
上
益
城
郡
支
部

☎
２
８
２－

０
０
６
２

四 

、
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求

め
ら
れ
ま
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

　
　

熊
本
県
企
画
振
興
部
地
域
・

　
　

文
化
振
興
局
地
域
振
興
課

☎
３
３
３－

２
１
８
１

祭
り
・
イ
ベ
ン
ト

六
嘉
神
社
例
大
祭
と
獅
子
舞

　

県
下
に
知
ら
れ
る
六
嘉
の
獅
子
舞
と

六
嘉
神
社
例
大
祭
が
次
の
通
り
行
わ
れ

ま
す
。
獅
子
舞
は
、
熊
本
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
第
１
号
で
す
。

○
例
大
祭

10
月
17
日
（
土
）
11
時
〜

○
獅
子
舞
奉
納

10
月
17
日
（
土
）
16
時
頃
〜

　

漆
黒
の
秋
の
夜
空
に
舞
う
獅
子
の
舞

い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

上
益
城
「
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」

　

防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
と
消
防
に

対
す
る
意
識
を
深
め
る
た
め
、
上
益
城

「
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
を
開
催
し

ま
す
。

○
期
日

　

10
月
17
日
（
土
）
10
時
〜
14
時

※
雨
天
決
行

○
場
所

広報かしま 2015.10
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イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
特
設
会
場

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
消
防
車
両
展
示
・
ミ
ニ
消
防
車　

▽

水
消
火
器
・
煙
体
験　

▽
ボ
ル
タ
リ
ン

グ
・
ロ
ー
プ
渡
過
体
験　

▽
救
急
法
実

演
と
指
導　

▽
体
力
測
定
・
健
康
相
談

▽
体
力
測
定
・
健
康
相
談　

▽
ぬ
り

絵
・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト　

▽
住
宅
用

火
災
報
知
機
防
災
物
品
展
示　

▽
廃
消

火
器
無
料
回
収
（
１
０
０
本
限
定
）　

▽
消
防
の
絵
画
展　

▽
熊
本
県
防
災
消

防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
訓
練
と
展
示
（
11

時
〜
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　

警
防
課　

警
防
係

☎
２
８
２－

１
９
６
９

熊
本
矯
正
展

○
日
時

　

11
月
14
日
（
土
）
９
時
〜
16
時

　

11
月
15
日
（
日
）
９
時
〜
15
時

○
場
所　

熊
本
刑
務
所
構
内
（
熊
本
市

中
央
区
渡
鹿
７
丁
目
12
番
１
号
）

○
入
場
料　

無
料

○
主
な
内
容　

▽
刑
務
所
内
見
学
▽
矯

正
広
報
パ
ネ
ル
展
示
▽
性
格
検
査
▽
全

国
の
刑
務
所
作
業
製
品
販
売
▽
バ
ザ
ー

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
刑
務
所　

処
遇
部
企
画
部
門

☎
３
６
２－

３
５
１
３

戦
没
・
刻
銘

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
ご
案
内

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お

い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方

（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
第
十
回
特
別
弔
慰
金
と
し

て
、
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
、
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
、
１
〜
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

○
請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日

○
請
求
窓
口　

役
場
町
民
課
福
祉
係

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

「
平
和
の
礎
」
追
加
刻
銘

　

沖
縄
県
の
平
和
記
念
公
園
に
は
記
念

碑
「
平
和
の
礎
」
が
設
置
さ
れ
、
国
籍

を
問
わ
ず
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

一
人
一
人
の
氏
名
が
刻
銘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
記
念
碑
へ
の
刻
銘
に
は
申
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
遺
族
で
次
の

刻
銘
対
象
者
に
該
当
さ
れ
、
刻
銘
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
11
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
役
場
町
民
課
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

○
刻
銘
対
象
者

①
国
籍
を
問
わ
ず
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な

っ
た
す
べ
て
の
人
々
。
沖
縄
戦
の
期
間

は
米
軍
が
慶
良
間
諸
島
に
上
陸
し
た
１

９
４
５
年
３
月
26
日
か
ら
降
伏
文
書
に

調
印
し
た
同
年
９
月
７
日
ま
で
。
戦
没

場
所
は
沖
縄
県
の
区
域
内
と
な
り
ま
す
。

②
沖
縄
県
出
身
の
戦
没
者
で
、
満
州
事

変
に
始
ま
る
15
年
戦
争
の
期
間
中
に
県

内
外
に
お
い
て
戦
争
が
原
因
で
死
亡
し

た
者
及
び
１
９
４
５
年
９
月
７
日
後
に

県
内
外
に
お
い
て
戦
争
が
原
因
で
概
ね

１
年
以
内
に
死
亡
し
た
者
（
原
爆
被
害

者
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
な
い
）

③
他
都
道
府
県
及
び
外
国
出
身
の
戦
没

者
で
、
沖
縄
守
備
軍
第
32
軍
が
創
設
さ

れ
た
１
９
４
４
年
３
月
22
日
か
ら
１
９

４
５
年
３
月
25
日
ま
で
の
間
に
、
南
西

諸
島
周
辺
に
お
い
て
沖
縄
戦
に
関
連
す

る
作
戦
や
戦
闘
が
原
因
で
死
亡
し
た
者

及
び
１
９
４
５
年
３
月
26
日
か
ら
同
年

９
月
７
日
ま
で
の
間
に
、
沖
縄
県
の
区

域
を
除
く
南
西
諸
島
周
辺
に
お
い
て
沖

縄
戦
に
関
連
す
る
作
戦
や
戦
闘
が
原
因

で
死
亡
し
た
者
。
ま
た
、
１
９
４
５
年

９
月
７
日
後
に
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お

い
て
戦
争
が
原
因
で
概
ね
１
年
以
内
に

死
亡
し
た
者

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
出
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

農
業く

ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

後
期
講
座
受
講
生
募
集
！

　

農
業
者
の
学
び
の
場
「
く
ま
も
と
農

業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
、
後
期
講
座
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
内
容
の
詳
細

や
お
申
し
込
み
は
、「
く
ま
も
と
農
業

ア
カ
デ
ミ
ー
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
、

ま
た
は
、
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
後
期
講
座　

10
月
〜
３
月　

本
校
、

県
南
校

○
受
講
料　

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
２
４
８－

６
６
０
０
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■
事
例
１
〜
な
く
し
た
携
帯
電
話
を
不

正
使
用
さ
れ
高
額
請
求
を
受
け
た

　

海
外
旅
行
中
に
携
帯
電
話
を
盗
ま
れ

た
。
そ
の
場
で
現
地
の
警
察
に
は
被
害

届
を
出
し
た
が
携
帯
電
話
会
社
に
は
連

絡
で
き
な
か
っ
た
。
携
帯
電
話
の
端
末

代
金
は
旅
行
保
険
で
補
償
さ
れ
た
が
、

後
日
、
携
帯
電
話
会
社
か
ら
利
用
料
金

と
し
て
35
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

■
事
例
２
〜
紛
失
・
盗
難
時
の
補
償

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
か
っ
た

　

５
年
前
に
購
入
し
た
携
帯
電
話
を
紛

失
し
た
。
す
ぐ
シ
ョ
ッ
プ
に
行
き
、
購

入
時
に
加
入
し
た
補
償
サ
ー
ビ
ス
で
新

し
い
携
帯
電
話
を
安
く
購
入
し
よ
う
と

し
た
が
、
補
償
期
限
が
切
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
利
用
で
き
な
か
っ
た
。
期
限
に

関
す
る
説
明
は
受
け
て
い
な
い
。

■
事
例
３
〜
携
帯
電
話
の
デ
ー
タ
流
出

が
心
配
だ

　

小
学
生
の
娘
が
携
帯
電
話
を
な
く
し

た
。
す
ぐ
に
親
の
携
帯
電
話
か
ら
電
話

を
し
た
と
こ
ろ
、
誰
か
が
無
言
で
出
た
。

友
達
の
母
親
か
ら
「
あ
な
た
の
娘
か
ら

変
な
内
容
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
」
と
連

絡
が
入
っ
た
。
携
帯
電
話
会
社
に
連
絡

し
、
警
察
に
も
届
出
を
し
た
が
、
携
帯

電
話
に
保
存
し
て
あ
る
娘
の
友
人
の
画

像
や
そ
の
他
の
情
報
を
悪
用
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。

【
紛
失
等
へ
の
心
構
え
と
準
備
】

◎
紛
失
・
盗
難
時
に
必
要
と
な
る
行
動

の
確
認

　

携
帯
電
話
の
紛
失
・
盗
難
時
に
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
方
法
、
携

帯
電
話
会
社
等
の
連
絡
先
な
ど
を
事
前

に
確
認
し
て
お
き
、
も
し
も
の
際
に
は

迅
速
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◎
日
頃
か
ら
の
備
え

　

普
段
か
ら
所
有
者
自
身
で
設
定
で
き

る
携
帯
電
話
端
末
の
ロ
ッ
ク
機
能
等
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
の
紛

失
時
等
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
機

能
、
端
末
補
償
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
調
べ
、

必
要
に
応
じ
て
加
入
、
登
録
し
ま
し
ょ

う
。

　

携
帯
電
話
の
端
末
内
に
保
存
し
て
あ

る
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
て

お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
14
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

見
守
り
新
鮮

情
報
10
月
号

《
携
帯
電
話
の
紛
失
・
盗
難
に
備
え
ま
し
ょ
う
》

平成 27年度　秋の農作業基準賃金

作　業　名 単　位 協　定　賃　金 備　　考

稲コンバイン刈り
カッター付き
結束機付き　
刈り取りのみ

10ａ当り
10ａ当り
10ａ当り

11,000 円
12,000 円
8,000 円

※倒伏は 20 ～ 30％加算

籾 乾 燥 10ａ当り 10,000 円 水分 15％まで

大 豆 脱 粒 機 10ａ当り 1,000 円

籾 運 搬 10ａ当り 2,000 円

耕 起 10ａ当り 5,000 円

麦 播 種 10ａ当り 4,000 円

麦 除 草 剤 散 布 10ａ当り 1,000 円 農薬代は別途

ロールベーラ
ロール
ラップ

１個当り
１個当り

2,000 円
1,000 円

【お問い合わせ先】嘉島町農業委員会　☎２３７－２６２９
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特殊詐欺撲滅 !!

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
８
月
は
82
件
。
け

が
が
有
る
事
故
は
累
計
で
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

◎ 

刑
法
犯
〜
乗
り
物
盗
の
発
生
が
散

見
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や
車

の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 27 年８月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H27.8 6 76 0 0 0 0 1 3

H27 累計 44 44 3 0 21 2 1 8

前年比 -25 +13 +1 -1 +3 -9 -1 -2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H27.8 18 223 1 0 1 1 3 5

H27 累計 151 1440 8 1 27 14 5 21

前年比 -25 +70 -7 ± 0 +3 -19 +1 -1

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

　「みんなでつくろう安心の街」をス
ローガンに全国一斉の地域安全運動
が実施されます。
　この運動は、地域住民、行政、各
種団体、警察が連携して、犯罪のな
い安全で安心して暮らすことのでき
る街をつくろうという運動です。

★家族の絆で詐欺を撃退
　電話の声だけでは見抜けません！
　家族で「合言葉」などの約束事を事前に決
めておきましょう！
★留守番電話大作戦
　在宅時でも留守番電話にしておけば、詐欺
の犯人と話しをしなくてすむため、被害に遭
わず安心です！

　特殊詐欺とは、オレオレ詐欺、還付金
等詐欺、架空請求詐欺、融資保証金詐欺、
金融商品等取引名目詐欺、ギャンブル必
勝法情報提供名目詐欺、異性との交際
あっせん名目詐欺等の総称です。

10 月 の納税等 11 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期介護保険料
保育所利用料…………10月分
下水道使用料……………9月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年11月2日（月）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑦　期介護保険料
保育所利用料…………11月分
下水道使用料…………10月分
納期限日（口座振替日）
　　平成27年11月30日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

10月28日
11月11日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その283〕

「
障
が
い
者
の
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
「
人
権
」

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

「
あ
る
日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
「
ま
ち
」
か
ら
、「
心
」
か
ら
バ

リ
ア
を
な
く
そ
う

﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

「
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
で
」

　

車
イ
ス
を
使
う
ま
ち
こ
さ
ん
は
、

自
動
車
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
お

で
か
け
好
き
の
お
姉
さ
ん
。
今
日

は
手
づ
く
り
料
理
を
ふ
る
ま
っ
て

く
れ
る
と
い
う
の
で
、
私
も
買
い

物
を
手
伝
う
こ
と
に
し
た
。
行
き

先
は
、
私
も
よ
く
行
く
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
２
台
分
あ
る
障
が

い
者
用
駐
車
場
に
止
め
よ
う
と
す

る
と
、な
ん
と
両
方
と
も
駐
車
中
！

　

し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
、
一

人
の
男
が
走
っ
て
き
た
。「
ご
め
ん
、

ご
め
ん
。
ち
ょ
っ
と
急
い
で
た
も

ん
で
」。「
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
よ
。

で
も
、
こ
れ
で
駐
車
で
き
る
の
ね
」

と
ま
ち
こ
さ
ん
。

　

つ
づ
い
て
車
を
降
り
た
ま
ち
こ

さ
ん
の
前
に
現
れ
た
の
は
、ス
ロ
ー

プ
の
登
り
口
を
ふ
さ
ぐ
自
転
車
の

群
れ
。
そ
れ
を
一
台
ず
つ
動
か
し

な
が
ら
、
つ
く
づ
く
考
え
た
。

　

い
つ
も
利
用
し
て
い
る
の
に
、

私
も
全
然
気
付
い
て
い
な
か
っ

た
！
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
や
ス

ロ
ー
プ
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
使

い
や
す
く
す
る
の
も
使
い
に
く
く

す
る
の
も
、
人
な
ん
だ
な
ぁ
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活

や
社
会
生
活
か
ら
、
取
り
除
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
様
々
な
障
壁

（
バ
リ
ア
）
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
リ
ア
に
は
、
道
路
の
段
差
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
不
備
な
ど
「
目

に
見
え
る
バ
リ
ア
」
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
の

駐
車
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
へ
の
駐

輪
と
い
っ
た
理
解
の
な
い
行
動
や

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
誤
解

や
偏
見
と
い
っ
た
「
目
に
見
え
な

い
バ
リ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
い
き
い
き
と
「
と
も
に
生
き

る
」
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
ま
ち
」
か
ら
、
そ
し
て
み
ん
な
の

「
心
」
か
ら
バ
リ
ア
を
な
く
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同和問題の現状
○結婚や就職の差別
　人は自らの意思で親や出生地を選ぶことはでき
ません。誰にでも故郷があり、親しい人がいて、
誇りにも感じるのが故郷です。その故郷を人に言
えない、故郷が分かると結婚や就職で差別を受け
るということはあってはなりません。しかし、結
婚する相手が同和地区出身者であるか否かを調べ
るために、職務上他人の戸籍謄本などを入手する
ことができる者に依頼するなど、制度を悪用して、
不正にその人の戸籍謄本を入手し、その結果、同
和地区出身者であることを理由に、本人の人柄や
当事者の気持ちとは無関係に、結婚の断念を迫っ
たといった事件も起きたことがありました。
　就職差別にも同じような事例があります。
1975（昭和 50）年頃、全国の同和地区・被差別
部落の所在地などを記載した「部落地名総監」と
称する冊子が発行され、相当数の企業が購入して
いたことが発覚しました。冊子はすぐに回収され
処分されましたが、掲載されていた「情報」は企
業での採否決定に利用されるなど就職差別につな
がるものでした。就職差別は、生活にかかわる問
題であり、場合によっては命をも奪いかねない問
題でもあることを国民として十分に認識する必要
があります。
　同和問題の解決には、正しい知識を持ってもら
うことが重要です。しかし、頭の中ではわかって
いても、いざ身近なこととなると、世間体などを
理由にして正しい判断ができなくなるのでは、本
当の意味で人権が身についているとは言えませ
ん。「悪いとはわかっていても、他の人たちがそ
うしているから」ということなかれ主義は、差別
を助長することにつながります。

○差別意識と差別表現
　個人や集団が他の個人や集団を侮蔑する意図で
使用する差別表現は、人々の観念や意識のうちに
潜在する差別意識を言葉や文字、行為によって表
すことにより、人をおとしめたり、不快の念を与
えたりして、その人の尊厳を無視し、基本的人権
を踏みにじる結果をもたらします。また、そのよ
うな差別表現が何の歯止めもなく使用されること
によって、人々の差別意識を一層助長し、拡大す
ることにつながります。
　差別表現について考えていくときには、単に何
が差別的な用語であり、それをいかに言いかえる
か、というようなとらえ方では不十分です。個々
の言葉自体は、どれが差別的で、どれがそうでな
いかは、必ずしも決まっているわけではないから
です。（注）
　一方、長い間、差別を意図して使われてきた表
現があり、その表現に不快感を感じる人もいます。
そのような表現が、日常生活の中で、何気なく使
われてしまうこともあるのです。その結果、何気
なく使われた表現であっても、その受け手にとっ
ては非常に重い意味を持つことにも目を向けてい
かなければなりません。
（注）歴史的用語としてその用語を使用しなければ意味が通ら
ないために使用する場合などは、差別表現には当たりません。

（公財）人権教育啓発推進センター資料より

同和問題を知っていますか
同和問題は人権問題

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

啓
発
資
料
よ
り
）

同和問題に関し、どのような問題が起きていると思うか
37.3%結婚問題で周囲の反対を受けること

27.8%身元調査をされること

24.9%差別的な言動をされること

23.2%就職・職場で不利な扱いを受けること

15.0%インターネットを利用して差別的な
情報が掲載されること

7.6%差別的な落書きをされること

0.8%その他

18.6%特にない

12.0%わからない
※複数回答 出典：内閣府「人権擁護に関する世論調査」2012（平成 24）年８月調査
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

やわらかかつ丼
〈材料〉 （2人分）
米 100ｇ 　　
水 200ｇ 　　
ゼラチン ６ｇ 　　
じゃがいも 30 ｇ 　　
豚ひき肉 60 ｇ 　　
塩 0.2 ｇ 　　
小麦粉 適宜
卵 適宜
パン粉 適宜
油 適宜
たまねぎ 40 ｇ 　　
にんじん 10 ｇ 　　
だし汁 50 ｇ 　　
うすくちしょうゆ 小１・１/２
砂糖 ４ｇ 　　
みりん ２ｇ 　　
酒 ４ｇ 　　
片栗粉 １ｇ 　　
卵 50 ｇ 　　
小ねぎ ２ｇ 　　
刻みのり 適宜

〈作り方〉
①　 米を研ぎ、30分浸水させ、炊く直前にゼラチンを
入れて、炊飯器で炊く。（できればお粥モードで）

②　パン粉をフードプロセッサーで細かくする。
③　 じゃがいもは皮をむいて、やわらかくなるまで蒸
す（ゆでる）。

④　 ③のじゃがいもと豚ひき肉、塩をフードプロセッ
サーに入れ、なめらかになるまでかける。

⑤　④をハンバーグ状に成形する。
⑥　 ⑤に小麦粉、卵、パン粉を順につけ、油で揚げて
カツにして、1センチ幅くらいに斜めに切る。

⑦　 たまねぎは繊維と直角にスライス、にんじんは千
切りにして、Aで柔らかくなるまで煮えたら、カ
ツを入れる。

⑧　 ⑦に水溶き片栗粉を加えて薄くとろみを付けた後、
卵を流しいれ、卵が半熟になったところで、火を
止める。

⑨　 どんぶりに①のご飯を盛り、⑧を盛り付け、小口
切りにした小ねぎと刻みのりを載せる。

（エネルギー 380kcal、たんぱく質 16.5 ｇ、脂質
11.6 ｇ、食塩相当量 0.9 ｇ）

嘉島町食生活改善推進員協議会

A

　８月 18日に御船町保健センターで食生活改善推進員リーダー研修会が
開催されました。
　御船保健所の管理栄養士から「低栄養の予防・重症化防止の取り組み」
について説明を受けた後に、グリーンヒル御船の福山管理栄養士による
「必要なエネルギー・栄養素を摂るための工夫について」の講話を受けま
した。

　そのあとの調理実習（献立：かつ丼、さつま芋ポタージュ、二色豆腐、
トリュフ）のうちの一例のかつ丼をご紹介します。

「メタボ予防」は
・低エネルギーで、量（カサ）を増やす
　→野菜・海藻 ･きのこ等をたっぷり
　→脂肪や糖分を控える
「低栄養予防」
・高エネルギー・高たんぱく質で、量
　（カサ）を減らす
　→ 脂肪（１ｇ＝９kcal）や糖分（１ｇ

＝４kcal）をうまく活用する

・食欲が落ちてきた人への配慮
　→本人が好むものを提供する
　→ 量が多いときは小分けにして間食も

利用する
　→栄養補助食品を併用する
　→気分転換になるような環境を作る
・ そしゃく、えんげが上手くできない人
への配慮
　→軟菜、ペースト、ゼリー食
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Summer Travels
　Second semester has begun! After a rather 
busy summer vacation, I’m happy to be back 
in Kashima. As I mentioned before, my friend 
Hannah came from America to visit me. We’ve 
been friends for almost ten years, so it was 
amazing to get to travel with her and show her 
Japan. 
　Our travels took us many places. First we 
went to Osaka. I had never been before and 
was super excited to finally see it. We went 
shopping and ate lots of food like okonomiyaki 
and takoyaki. We even found a restaurant that 
served basashi!  The owner came from Kumamoto, 
so we got to chat about the area and have a 
great meal. 
　Next we went to Kyoto. I’ve been to Kyoto 
many times, but there’s always more to see. 
This time I finally got to visit the Silver Pagoda,
which was gorgeous. We also went to a lot of 
temples and the modern art museum. I took 
lots of pictures of the beautiful scenes. Finally 
we went to Hiroshima. It was my first time there 
as well, and I really loved it. We went to 
Hiroshima Castle and the A-Bomb Memorial, 
and after that it was time to come home. 
　Travelling is fun, but I’m always happy to 
return to Kumamoto. Hannah and I explored 

downtown Kumamoto City, ate more delicious food, and walked around Kumamoto 
Castle （but still didn’t go inside…）. One day she came to visit Higashi Elementary School 
while I taught and got to meet my awesome students. She even came to one of my 
Japanese lessons with me and studied Japanese for the first time! Hannah really seemed 
to enjoy herself in Japan, and I’m glad she was able to meet some of you.
　I hope you all had a lovely summer vacation too?

夏の旅行
　２学期が始まりました！慌しい夏休みが終わっ
て、嘉島町に戻って来られて幸せです。前回お話
ししていたように、友達のハーナがアメリカから
来日しました。10 年来の友達で、日本を一緒に旅
行したりいろいろ計画したりするのは楽しかった
です。
　いろいろな観光地へも行きました。まず大阪へ
行きました。私も初めて訪れる場所だったので、
すごくワクワクしていました。たくさん買い物を
したり、お好み焼きやたこ焼きなども食べたりし
ました。大阪にも馬刺を出しているレストランを
見つけました！熊本出身の店員さんと話したりし
て、すごくおいしいご飯を食べました。
　次に京都へ行きました。京都へは何度か行った
事があり、いつ行っても楽しめます。今回、やっ
ときれいな銀閣寺に行くことができました。様々
なお寺や神社へも行って、写真をたくさん撮りま

した。
　最後に広島へ行きました。私は広島が大好きで
す！広島城と原爆ドームへも行って、嘉島町に
帰って来ました。
　旅行は楽しいけれど、熊本に帰ってくると私は
幸せになります。熊本に帰ってからは、ハーナと
一緒に熊本市内へ行っておいしい食べ物を食べた
り、熊本城の周りを歩いたりしました（だけど、
まだお城の中に入ったことはありません…）。
　滞在中、ハーナは、嘉島東小学校の子供たちに
会いに来てくれました。
　また、私が通っている日本語レッスンへも初め
て参加して日本語を少し勉強しました！ハーナは
本当に日本を楽しんでいた様です。彼女が嘉島町
の子どもたちに会えた事も、私は嬉しかったで
す！
　みなさんの夏休みも楽しかったですか？

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島東小の子どもたちと。一番後ろの
背の高い女性がハーナ。

広報かしま 2015.10

21



「智永・真草千字文」

荒木美保子さん
（上島）

宮田　文子さん
（上島）

清﨑　富子さん
（上仲間）

花
お
く
ら
嫁
に
見
せ
ん
と
水
を
張
り
皿
に
浮
か
せ
ど
夕
べ
に
し
ぼ
む 

大
塚
シ
ズ
子

ひ
た
す
ら
に
働
い
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
ね
不
自
由
し
て
わ
か
る
右
手
の
仕
事 

川
原　

涼
子

白
黒
の
親
子
の
猫
が
木
の
下
に
蝉
を
狙
う
か
そ
の
場
は
な
れ
ず 

北
澤
喜
美
子

音
の
し
た
足
を
そ
お
っ
と
あ
げ
に
け
り
か
た
つ
む
り
一
匹
潰
れ
て
お
り
ぬ 

工
藤　

明
子

江
戸
時
代
ゆ
変
わ
ら
ぬ
と
い
ふ
三
連
水
車
朝
倉
町
は
春
深ふ

け
わ
た
る 

栗
﨑　

房
子

堰せ
き

開
き
も
ん
ど
り
打
っ
て
流
れ
出
る
塵
や
芥

あ
く
た

や
魚
ま
で
も
が 

栗
﨑　

廉
子

緑
田
の
上
に
ふ
う
わ
り
白
鷺
の
二
羽
が
寄
っ
た
り
離
れ
た
り
飛
ぶ 

境　
　

益
代

新
し
き
一
歩
踏
み
出
す
花
嫁
よ
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
幸
の
多
か
れ 

榊
原
レ
イ
子

寝
こ
ろ
び
て
テ
レ
ビ
の
画
面
見
て
を
り
ぬ
三
週
間
ぶ
り
の
雨
の
ひ
と
日
を 

津
出
ト
ヨ
子

母
逝
き
て
二
度
目
の
盆
と
な
り
に
け
り
仏
間
の
た
た
み
隅
ま
で
広
し 

冨
永　

照
代

西
空
に
輝
き
く
る
る
金
星
に
父
は
な
り
し
か
励
ま
す
よ
う
に 

橋
本
ユ
キ
子

夏
休
み
に
蝉
を
と
る
子
も
い
な
く
な
り
低
き
枝
に
も
思
い
き
り
鳴
く 

三
池　

淑
惠

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
が
し
た
と
母
が
言
う
夜
更
け
の
雨
は
音
も
な
く
降
る 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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町
の
敬
老
会
は
、
今
年
も
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
案
内
を
差
し
上
げ
た
70

歳
以
上
の
方
は
１
７
６
６
人
。
う
ち
90
歳
以
上
は

１
８
３
人
、
百
歳
以
上
は
８
人
。
毎
年
確
実
に
増

え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
長
生
き
を
さ
れ

る
こ
と
は
誠
に
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
敬
老
会
で
も
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
支

障
な
く
日
常
生
活
を
送
れ
る
健
康
寿
命
を
伸
ば
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
私
の
願
い
で
す
。

　

元
気
で
趣
味
を
楽
し
み
、
仲
間
や
地
域
の
人
た

ち
と
交
わ
る
。
そ
れ
が
生
き
が
い
や
日
々
の
充
実

感
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
年
々
増
大
す
る
社
会

保
障
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

９
月
２
日
は
東
京
で
、
自
民
党
国
会
議
員
に
よ

る
「
町
村
の
振
興
を
考
え
る
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

県
選
出
議
員
の
皆
さ
ん
も
出
席
、
意
見
を
交
換
し

ま
し
た
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　

平
成
27
年
９
月
16
日
現
在

一　

般　

寄　

付

９月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会及び課長会議

２日 ・「町村の振興を考える会」意見交換会

３日 ・全国町村会正副会長会

 ・全国自治協会理事会

 ・全国町村職員生活協同組合理事会

 ・都道府県町村会長会及び政務調査会行政委員会

４日 ・第３回嘉島町議会定例会　～８日

 ・県産材需要拡大県民運動推進会議

７日 ・課長会議

 ・熊本県体育保健課来庁応対

９日 ・熊日金婚夫婦巡回表彰応対

 ・教育委員辞令交付式

 ・国民年金基金来庁応対

11 日 ・熊本銀行嘉島支店長来庁応対

 ・嘉島町敬老会

12 日 ・第 70 回熊本県民体育祭総合開会式

14 日 ・課長会議

 ・防衛白書説明応対

 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対

 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対

15 日 ・百歳表彰巡回訪問

 ・熊本県農業信用基金協会理事会

 ・増田寛也氏講演会

16 日 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対

 ・金婚式及び結婚 50 周年表彰式

 ・嘉島町体育協会役員会議

17 日 ・国民年金基金代議員会及び理事会

18 日 ・課長会議

 ・松村祥史事務所来庁応対

 ・嘱託員会議

23 日 ・嘱託員研修同行　～ 24 日

25 日 ・全国交通安全運動街頭巡視激励

 ・熊本県共同募金会来庁応対

 ・熊本県市町村総合事務組合臨時議会

 ・再春館製薬所「御礼の会」

26 日 ・松村祥史氏の更なる飛躍を期する会

27 日 ・下仲間グラウンドゴルフ大会

 ・スペシャルオリンピックス日本・熊本地区大会開会式

28 日 ・課長会議

 ・御船地区衛生施設組合議員研修　～ 30 日まで

30 日 ・九州町村会長会

９月２日、全国町村会館で開かれた「町村の振興を考える会」。
左から、荒木町長、野田代議士、石破地方創生相、古口栃木県
町村会会長

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

木
村　

隆
博　

様
（
鯰
）

　
　

亡　

久
幸　

様

𠮷
田　

　

功　

様
（
犬
渕
）

　
　

亡　

良
治　

様
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嘉島町の人口動態
平成27年９月30日現在

（前月比）

人   口 9,219 人　

　男　　 4,429 人　

　女　　 4,790 人

世帯数　 3,408 世帯　（＋ 3）

 

  
 
  

  

  「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

おじいちゃん、おばあちゃん、また遊んでね！
ご両親：杉本靖博さん・舞さん（鯰）
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９
月
は
敬
老
行
事
や
交
通
安
全
運

動
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
高
齢
者
の
方

と
お
会
い
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
て

も
お
元
気
で
高
齢
者
と
呼
ぶ
に
は
、

ま
だ
ま
だ
早
い
よ
う
な
方
ば
か
り
で

し
た
。
上
六
嘉
サ
ロ
ン
で
は
楽
し
そ

う
に
い
き
な
り
団
子
を
作
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
た
ち
と
お
会
い
し
ま

し
た
。
で
き
た
て
の
い
き
な
り
団
子

は
と
て
も
美
味
し
く
、
小
さ
い
頃
に

祖
母
が
作
っ
て
く
れ
た
懐
か
し
い
味

を
思
い
出
し
ま
し
た
。（
係
）

　上六嘉サロンの皆さん。毎月第３水曜日
に上六嘉公民館で開催しています。９月16
日のサロンは血圧測定、介護予防体操など
のあと、サロンリーダーと一緒にいきなり
団子づくりを行いました。「子どもたちが小
さい頃はよく作っていた」と、懐かしそうに
郷土料理作りを楽しみました。10月からは
月2回の活動となります。

杉
本
　
麗
衣
（
れ
い
）
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
２
月
13
日
生

　（－ 6）

　（－ 2）

　（－ 8）

10月11日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００
10月12日（月・祭） 香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１
10月18日（日） 小糸整形外科（御船町）
  ☎２８２－００５０
10月25日（日） たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５
11月１日（日） さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
11月３日（火・祭） よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３
11月８日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３
11月15日（日） 田上皮ふ科クリニック（御船町）
  ☎２８１－１１１２


